
AutoTrader.comは、インターネットにおける自動車関連クラシファ
イド広告の大手マーケットプレースであり、消費者向け情報Web
サイトです。数千のディーラーや個人販売者からの300万台に
上る自動車のリストを1か所に統合しており、毎月1,500万人の

ユニークユーザーが利用しています。
課題：AutoTraderは300万台の車の在庫をオンラインマーケットプレースに集めています。在庫は常
に変化します。メインの一般消費者向けサイトであるAutoTrader.comは、ピーク時で1分あたり2万ペー
ジを提供し、1日あたり80万人のユニークユーザーが利用しています。当然のことながら、同社も、
スケーラビリティの確保やパフォーマンスの最適化を重要な課題として認識していました。
AutoTraderでは、LoadRunnerを用いて負荷テストを行うことで、アプリケーションが受けるストレスの
タイプを推測していました。しかしながら、パフォーマンスの可視化は不十分であり、負荷の背後にあ
る問題の原因を特定するのは困難でした。AutoTrader.comのように、トラフィック量の多いマーケット
プレースが顧客（消費者や自動車ディーラー）の満足度を維持するためには、プロアクティブなアプリ
ケーションパフォーマンス管理に取り組み、パフォーマンスをより的確に可視化する必要がありました。
AutoTraderは、2つの主力ポータルを展開しています。それは、一般消費者向けの「AutoTrader.com」
と、ディーラー向けの「Autotrader.com for Dealers」です。ディーラー向けポータルでは、在庫管理
や販売促進を行うほか、4万店のディーラーに対して、サイ
トトラフィックやその他の主要指標に関する情報を提供して
います。これらのポータルは、Javaをベースとしており、
Solaris上で稼働するJBossと、Oracleデータベースが含まれ
ており、負荷テストには、LoadRunnerが使用されています。
また、最近、AutoTraderは、クラシックカーのコレクターやファ
ンを対象とした「AutoTrader Classics」を立ち上げました。
このサイトは、AJAXをベースとしており、優れたユーザー体
感を確保する上で、さらなるパフォーマンス上の課題に直面
しています。
ソリューション：dynaTraceを選択する以前、AutoTraderのパ
フォーマンステストグループは、負荷テストでトランザクショ
ン毎に詳細な診断をすることで、パフォーマンスのボトルネックを解決できると考え、様々なベンダー
のソリューションを調査していました。「当社のビジネスはアプリケーションの信頼性に依存しており、
サービス品質の維持が鍵となります」とAutoTraderの ITオペレーションおよびサービス担当シニアディ
レクターであるCliff Goolsby氏は述べています。「それを実現する上では、本番運用を含むアプリケー
ションライフサイクル全体に対して、一貫したパフォーマンスの可視化を行うことが最適な方法だとわ
かりました。これによって、問題解決にかかるコストが増大する前に適切に対処し、お客様が満足でき
るレベルにオンライン体感を維持することができます。」 
dynaTraceを利用してパフォーマンスラボで問題をプロアクティブに特定・解決した後、AutoTraderは、
アプリケーションライフサイクル全体にわたって、アプリケーションパフォーマンス管理に継続的に取り
組む必要があると判断しました（本番環境の24時間365日監視を含む）。AutoTraderのオペレーショ
ンテクノロジ担当マネージャであるBrian Gill氏は、dynaTrace、CA Wily Introscope、その他の製品を
対象に、大規模なPOC（Proof Of Concept）を行いました。
「dynaTraceは、少ないオーバーヘッドにもかかわらず、詳細レベルでパフォーマンスを可視化するこ
とができたため、24時間365日、本番環境の監視用に導入することに決めました」とGill氏は述べて
います。「他のベンダーの製品の中には、dynaTraceが提供する機能自体がないものもありました。
dynaTraceは多くの点で他の製品よりも優れていたのです。」本番、テストセンター、開発、といった
すべての環境にdynaTrace Agentを導入することにより、AutoTraderは、dynaTraceのPurePath Technology®
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要件
本番環境におけるアプリケーションパフォー
マンスを管理し、以下の成果を実現
→ 少ないオーバーヘッドで24時間365

日データをキャプチャし、コードレベ
ルでパフォーマンスを可視化し、トラ
ンザクションパフォーマンスをリアル
タイムで分析

→ パフォーマンス問題を早期に発見し、
問題の影響拡大を未然に防止

→ ライフサイクルに関わるチーム（開発、
テスト、および本番運用）とデータを
共有

ソリューション
dynaTraceの3つの Edition（Production、
Test Center、Development）の導入により、
アプリケーションライフサイクル全体にわ
たって、パフォーマンス問題を迅速に特定、
診断、解決
→ 本番環境のライフサイクルの初期段
階でパフォーマンス問題を切り分け、
解決に必要なコストを抑制 

→ コードの問題の根本原因を切り分ける
のに必要な時間を、数週間から数分
に短縮

→ 詳細レベルでコードを可視化（Hibernate

などのフレームワークも対象）
→ 診断プロファイルを、再起動すること
なく、アプリケーションの詳細レベル
まで切り替え、診断可能

「dynaTraceは、最も少ないオーバー
ヘッドにもかかわらず、詳細レベルで
パフォーマンスの可視化を実現できた
ので、24時間365日、本番環境に
導入することに決めました。他のベン
ダーの製品には、dynaTraceが提供す
る機能自体がないものもありました。
dynaTraceは多くの点で他社製品より
優れていたのです。」

アプリケーションライフサイクル全体の
パフォーマンス管理を24時間365日実行
ケーススタディ – 本番環境／ライフサイクル – AutoTrader

図1：回帰テスト画面



「dynaTraceは、5%をはるかに下回
るオーバーヘッドで、数百メソッドとい
う非常に深いレベルまでカバーしま
す。オーバーヘッドが少なすぎて、気
づかないほどです。しかし、dynaTrace
の本当の強みは、再起動することなく、
詳細レベルまで問題を調査できる点に
あります。根本原因を迅速に特定する
には、異常値を持つトランザクション
の詳細を把握できることが必要不可欠
です。」

「dynaTraceのPurePathは非常に強
力で、これまでに精査したどのような
テクノロジよりも迅速に根本原因を突
き止めることができます。dynaTrace
を利用することで、非効率なSQLクエ
リや、アプリケーションコードの冗長
性を数分のうちに見つけることができ
ました。以前は、これらの作業に数日
から数週間を費やしていました。」

「dynaTrace導入後は、Hibernateを完
全に可視化することができました。ビ
ジネストランザクションとメソッドコー
ルを関連づけられるので、開発担当
は問題を見つけると、その日のうちに
改修し、パフォーマンスを100%以上
改善できました。」

「私たちが精査した他の製品では、
dynaTraceが提供している内容を表示
するには、アプリケーションを切り替え
る必要がありました。様々なビューを
単一の動的なインターフェイスで表示
できるという点は、dynaTraceの大き
な魅力の一つでした。Webリクエスト、
データベース、メモリ、リモート処理
といった問題に応じて、必要とされる
レベルで問題を切り分けることができ
るのです。これは、まさに、トータル
ソリューションです。」

「dynaTraceのダッシュボードでは、メ
モリ使用率を監視して、JVMガベージ
コレクションの起動やタイミングによっ
て生じるレスポンスタイムの問題を簡
単に見つけることができます。」

「dynaTraceは、当社のような複雑な
環境には欠かせません。」

「dynaTraceは（医療用）MRIのよう
なものです。ミッションクリティカルな
アプリケーションの全身を高画質でス
キャンしてくれるのです。」

を利用して、パフォーマンス問題をライフサイクルの早い段階で見つけることができるようになりまし
た。さらに、問題の影響が拡大する前にプロアクティブに発見することにより、問題解決までにかかる
コストを最小限に抑えることも可能になりました。現在、AutoTraderは、様々なサイトのパフォーマン
スを最高レベルに維持しています。「PurePath」とは、Javaや .NETのアプリケーション環境において、
全トランザクションを全階層で監視し、情報取得を可能にする、dynaTraceの革新的なテクノロジです。
結果：「dynaTraceは、5%をはるかに下回るオーバーヘッドで、数百メソッドという非常に深いレベル
までカバーします。オーバーヘッドが少なすぎて、気づかないほどです」とGill氏は述べています。「し
かし、dynaTraceの本当の強みは、再起動することなく、詳細レベルまで問題を調査できる点にあります。
根本原因を迅速に特定するには、異常値を持つトランザクションの詳細を把握できることが必要不可
欠です。」 
「問題の根本原因の特定は、最も時間のかかる作業です。」Gill氏は続けます。「dynaTraceのPurePath
は非常に強力で、これまでに精査したどのようなテクノロジよりも迅速に根本原因を突き止めることが
できます。dynaTraceを利用することで、非効率なSQLクエリや、アプリケーションコードの冗長性を
数分のうちに見つけることができました。以前は、これらの作業に数日から数週間を費やしていました。
推測に基づいたアクションを一連のプロセスから排除し、非効率な箇所が問題を引き起こす前に、そ
れを見つける分析的手段としてdynaTraceを活用できます。」
「dynaTraceを利用する前は、すべてのバグが本番環境に紛れてしまい、それを発見するのは極めて困
難でした」とGill氏は述べています。「以前であれば、問題を発見するまでに数週間から数ヶ月かかっ
ていましたが、本番環境にdynaTraceを導入してからは、数日のうちに発見できるようになりました。」
AutoTraderが発見した最も大きな問題の1つは、Hibernateに関するものでした。「すべてのトランザ
クションにオーバーヘッドを付加するようなものに対して、数千ものコールが発生していましたが、そ
の原因は不明でした。後に判明したのですが、これは、Hibernateなどのフレームワークに関する問題
でした。dynaTrace導入後は、Hibernateを完全に可視化することができました。ビジネストランザクショ
ンとメソッドコールを関連づけられるので、開発担当は問題を見つけると、その日のうちに改修し、パ
フォーマンスを100%以上改善できました。」
Gill氏は、Webリクエスト総数やレスポンスタイムといった指標に関するアラートを出すためにも
dynaTraceを使用しています。「dynaTraceは、問題を切り分け、除去する上で極めて有効です。これは、
以前では不可能な作業でした」とGill氏は述べています。「現在では、スレッドによるロックの問題と
メモリの問題を、併せて対処するのではなく、それぞれを別の問題として考えられるようになりました。」 
AutoTraderが評価するdynaTraceのもう1つの特長は、その柔軟性です。「dynaTraceはサマリービュー
だけでなく、詳細な可視化も実現します」Gill氏は続けます。「dynaTraceでは、いわば1万フィートの
高さから非常に詳細なコードレベルにいたるまで、単一のインターフェイスで迅速かつ動的に可視化
を行うことができます。私たちが精査した他の製品では、dynaTraceが提供している内容を表示するに
は、アプリケーションを切り替える必要がありました。様々なビューを単一の動的なインターフェイスで
表示できるという点は、dynaTraceの大きな魅力の一つでした。Webリクエスト、データベース、メモリ、
リモート処理といった問題に応じて、必要とされるレベルで問題を切り分けることができるのです。こ
れはまさに、トータルソリューションです。」
Gill氏はAutoTraderの他のエンジニアと協働し、PurePathデー
タを容易に共有することで、ライフサイクルの早い段階で困
難な問題をプロアクティブに見つけることができるようになり
ました。「あるアプリケーションで、Googleマップに対するサー
ビスコールを生成すると、リクエスト数が増えた場合に例外
がスローされるという現象が発生していました。」Gill氏は続
けます。「dynaTraceを利用して、本番前の環境で行われた
テストにより、これらの例外が見つかり、本番運用前に問題
を迅速に解決することができました。」
dynaTraceのダッシュボードでは、PurePathデータが役割に
応じて視覚的に表示されます。このため、AutoTraderのエン
ジニアは、自分が何をすべきかを迅速かつ効率的に理解す
ることができます。「dynaTraceのダッシュボードでは、メモリ使用率を監視して、JVMガベージコレクショ
ンの起動やタイミングによって生じるレスポンスタイムの問題を簡単に見つけることができます。」と
Gill氏は述べています。
論理層・物理層を問わず、すべてのトランザクションをトレースするdynaTraceの機能は、本番環境を
含む、ライフサイクル全体におけるパフォーマンスを管理するために、まさにAutoTraderが必要として
いたものでした。「J2EEアプリケーションおよびアーキテクチャは、多層構成により複雑化が進行して
おり、このようなソリューションは必須と言えます」Gill氏は続けます。「dynaTraceは、当社のような
複雑な環境には欠かせません。」
「医療機関で症状の正確な箇所や原因がわからない場合、高性能の医療機器などを使用しなければ原
因を突き止めることができません。」Gill氏は最後に述べました。「dynaTraceは（医療用）MRIのよう
なものです。ミッションクリティカルなアプリケーションの全身を高画質でスキャンしてくれるのです。」

図2： dynaTraceのダッシュボード
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